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!ifeperspectiveか らの生涯 発達 研究 の試 み
徳 田 治 子
1.問 題
我 々は、 自 らが生 きる"人 生"を どのよ うなイ
メージで捉 えて いるのだ ろうか?生 涯発達心理学
者のStaudinger(1999)は 、 心 理 学が 果 たす積
極的な役割 の方向性 を探 るなかで、人が 自 らの人
生を導 き、創造す る際 に助 けとな るよ うな知識 や
方略を提供 して い くことをあげて いる。 そ して、
そのような取 り組みを"artoflife(生 きる とい
う技)"へ の貢献 と述べ、 その ため に必要 な作 業
として、"lifeperspective(人 生 とい う観点)"と
いう用語 を用い、 これまでの心理学 の中心的な研
究単位 であ った 「個人」、「行為」、「人格」、「認知」、
「発達」 に加 え、 「人生(1ife)」 とい うよ り全 人
的で価値 的な判 断を含 む概念 を単位 と した研究を
行う必要性 を指摘 してい る。
日本 で も、生涯発達心理学 を推 し進 めて いく上
で重 要なのは、生涯 にわたる人間 の発達 や変化 を
どう捉 え るか とい う観 点(perspective)の 問題
である とし、生涯 にわたる発達 のプ ロセ スやエイ
ジングのプ ロセスの位置づ けにっ いて、従来 の発
達観 の見直 しや新 たな理念 モデルの提示 がなされ
ている(例 え ば、 小 嶋1991;堀1991;や まだ,
1995)。 なかで も、 やまだ(1995)は 、 「"生 涯発
達的"と は、 単に研究対象 と して年齢 の幅 を広 げ
ることで はな く、何 より も観点の革命」で ある と
述べ、従来 の成長 一衰退 モデルを含む、生涯発達
をと らえ る6っ の理 念モ デルを提示 して いる(熟
達モデ ル、成熟 モデル、両行 モデル、過程 モデル、
円環モ デル)。 また、 イメージ画 の分析 を通 して、
我々が 日常 持 ってい る人生 イ メー ジの図式 を捉え
る試みを行 な ってい る(や まだ,2002)。
この ようなモデルや"観 点"の 提示 は、 人の生
涯 に渡 る成長や変化 を捉 える多様 な視点 の在 り方
を示す ものである。様々 な生 き方の選択肢や価値
観がせ めぎあ う現代 にお いて 、"人 生"と い う ト
ピックは、多 くの人 々の関心 テーマで ある。そ の
ような なか、研究 上の理念 モデルの提示 にとどま
らず、 日常 に生 きる我 々の人生 や生 涯 にわ た る
"人 生"が 、 どの よ うな もの と して理解 されて い
るかを明 らか に して い くことは、自己だけでな く、
他 者の人生を理 解 し、支 え る上で有効 な知見を も
た らす ものであろう。 この点 において、人生の様 々
なイ メージを捉 え る試み は、"artoflife(人 生
とい う技)"に 貢献す る努力 の一 っ と して位 置 づ
け られ る。
本研究 で は、人生 のイ メー ジを捉 え る探索 的試
み として、我々が 日常において捉 える姓 のイメー
ジを、 メタファー とその メタファーを用い る理 由
の記述 を通 して明 らかにす る。人 々が 日常 に持 つ
イメー ジを捉 え る方法 と して は、描画 を は じめ多
様 な方法 が存在 するが、本研 究では、 言語表現 に
よるイメ ー ジを扱 う こと と し、 用 い られる メ タ
フ ァーその ものだけでな く、 その背後 にある暗黙
の想定 や意味 を捉 えることを目的 に、 その表現 を




手続 き:「人生 とは、 のようなものである。






105名 の 自由記述 をKJ法 を用 い て分 類 し、6
っ の基本 メタフ ァーか らなる上位 カテ ゴリー と各
カテゴ リーを構成す る12の 下位 メ タフ ァーを抽 出
した。分類 に際 して は、人生 を示す ものと して用
い られ た言語表現を中心 に行 った。 また、随時 そ
の メタフ ァーを用 いた理 由に関す る説明 を参照 し
た。
6っ の上位 カテゴ リーは、 それ ぞれ、 『自然 メ
タ ファー』、 『ロー ドメ タファー』、「作品 ・素材 メ
タフ ァー」、 『脆性 ・結晶 メ タファー』、『哲学的 メ
タ ファー」、 『その他』で あ った。各 カテゴ リーに
区分 され る回答数 は表1に 示す通 りである。
以下で は、実際 に用 い られたメ タファー とそれ
が用 い られ た理 由を参照 しなが ら、各 カテ ゴ リー
の特徴 を考察す る。
表1基 本メタファーの分類と回答者数
基 本 下 位 回 答 数 合 計
メ タフ ァ ー カ テ ゴ リー()内 は%()内 は%
流 れ ・ 変 化21(20)













蓄 積 ・結 晶5(4.8)(124)
課 題 ・成 長4(3.8)14命 題 ・




回 答 困 難2(1,9)(4,8)
合 計//1・5
(波)、 川、天気(気 象)の3っ のメタフ ァーが用
い られ、 自然 の移 ろい、変化す る様が人生の特徴
を示す もの と して捉 え られ ていた。海や波を用い
た表現で は、時 に荒 々 しく、時 に穏やか に変化す
る水面や、寄せて は返す波 が、人生 の良 い時や悪
い時、気持 ちの変化 や人生 の浮 き沈 みに準えて表
現 されて いた。 また、川 や川 の流れ を用 いた表現
で は、1っ の水滴 か らは じまる川が、やがて小さ
な潮流 になり、次第 に大 きく、大海 に流 れ込む様
や、 その流れ をせ き止 める障害物 の存在が、人の
発達や加齢 に したが って直 面す る人生 の局面や課
題 に準え られて いた。 また、天気や空 などを用い
た気象 に関連す るメ タフ ァーでは、毎 日変化する
という気象の特性 が強調 されていた。
【記述例】
海'時!こ は波 の よ うに心が不安定 にな った ク嬉 し
いごとや楽 しい峙 もあ った ク乙τ、海 のよ ラにい
つ も遠 う姿 を見 ぜる6の だ と想 うか ら。
海 ∴良 い蒔 もあれば悪 い蒔 もある。 それが凌 のよ
うにや っτ ぐる。 そ しτ気 もちが穏 やか な蒔 もあ
るL、 荒 々Lい 蒔 もある。 海6声 ガじ。
海 ノとτ も深 い ものであ る し、蒔 には荒池 た ク、
穏 やかだ った0、 桜 々に変化 ずるか ら。
ノ11の瀕∫れ'∠Lま れ始 めぱ、 ちょろ ちょろと湧き出
τいるが＼ だんだ る激 乙ぐなク峙には若 にぶ っかっ
た ク、rf:ま った ク、途ψ で括力 τ しま ラか るしれ
ない。 そ してまただんだん とゆ っぐクにな ク、最
後 などのノ116ノ{:遍の海 になる。
天気,婿 れ τると想 つた ら念 に天候か悪 ぐな・た
り乙τ、桜'々な変 〃∫をあ らわ ずか ら。
」Lz:'毎 〃逮 づ。 ど冗 どンむ変'化 乙τいぐ。
(1)自 然メ タフ ァー:変 化する、広が る、巡 る、
繰 り返す ものと しての人生
『自然 メタフ ァー」 には、海や 波、 川、 天 気 な
どの表現 を含 む 「流 れ ・変化 メ タフ ァー」、 四 季
や太 陽、植物等 のメ タフ ァーを含 む 「サ イクル メ
タファー」、宇宙、砂漠、盛気楼 、 草原 な どを含
む 「未知、無 限 メタフ ァー」 が含 まれ る。
「流 れ ・変 化 メタ フ ァー」 で は、 主 と して 海
「サ イクルメ タフ ァー」で は、 四季 の移 り変わ
りや太陽 の昇降、植物 の成 長のプ ロセスが、人の
一生 や生命 の循環 を示 す もの として捉 え られてい
た。「サ イクル メ タフ ァー」 では、「変化 ・流れメ
タファ_」 と同様、 時間の推 移による変化 が言及
されるとと もに、 各々の変 化をあ る連続 したひと
つの段階 と して位 置づけ、 その推移 や各発達段階
に特 有な意味 づけがな されていた。
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【記述例】
ヨ本 の四秀 その峙 κよ っτ奨 しみ方 力・変 わ った
クずる もの。夏'こ ぱ夏 の、 冬 にぱ冬 の奨 しみ方 や
良 さがあ る・ それ と同碍}に.夏にぱ夏 の、冬に ノま冬
oつ らさ6あ る。
太鰐 ノ1fま れたぱか クの赤 ちゃん'ま」萌「θのよ うに
サンサンとまぶ しぐτ、昼 κ なる θ0〆e、20廻
,ごっカ τ光が落 ち者 いτきτ、夕方 になると(50
κ、60¢x)、 ま っか な夕 日が穏 やかGLら しτる
から、/1f活 も穏 やか に なっτいると、望ったか ら。
花!∠1fま れ τか ら6璽 ～発芽 ♪局「クの影響 などか
らどん どンし成長 しτいき、#f会 κ出 τ働 き(粥 花)、
そしτ年老 いτ〕侵授'こ終 わ る 〔枯 れ るク。 その概1
ノご家庭一を作 った クする 〔程のo
「無限 ・未知 メ タフ ァー」で は、 宇 宙や砂 漠 ・
盛気楼 が、無限で未 知な対象 と して位 置づけ られ
るとともに、そのよ うな特徴 が、個人 の もつ能力
や可能性 の広が りと多様性、及 び、 それ故 の予測
困難 さを指 し示 す もの として用 い られていた。
【言己述fダrj】
字解 ノ了r膚ぱ無限!こ広が ク続 いτいτ、茉 だ解 妨1
できzcな い部分があ る。ノ犯生 るわか るよ ラでわ
か らない、身近 にあ るよ ラでないよ ラで理 解 しが
たいか ら。
砂漠 と蚕気楼'砂 漠 な歩 いτ6歩 いτ 直先が児 え
ない 乙、見えた と想 っτ行 ぐと蚕気楼 だ った クす
るよ づに、/ぺ∠右もこ≠Zらか ら何か逡1こ るか わか ら
ない 乙、颯 想を、9了い揚い τる、編 達 ラことが多
いか ら。
② ロー ド(道)メ タフ ァー:人 が歩 み、進 むも
の と しての人生
「ロー ド(道)メ タファー』 は、道 や迷路 など
のメタファーか らな る 「行路 メタフ ァー」、 旅、
マラソンや長距離走、障害物 レース、 山登 り、 冒
険 ・宝探 しなど、歩 み、進 む行程 の種類 やその意
味づけによ って特徴づ け られ る 「行程 の意味づ け
メタフ ァー」、 カヌー、 自転車、 車 な ど、 それ ら
の行程 を行 く際 に 自 らが操縦 す る 「乗 り物 メ タ
















どんなふ ラκ行 ぐかぱその入 なクの生 き方があク、
芙故 や経嚢のための行き正 まクがある。それでも
初1/L、に戻 っτやク直 し、3浸後にぼ成長 ずるだろう
か ら。
迷路'hな 籔 を積1んでたどっτいぐノし生。選
mる 道ぱ多 ぐ、 またその遺ぱ延々と続いτいぐ。
これ に対 し、 「行程の意味づ け メ タフ ァー」 で
は、旅、 マ ラソン(長 距離走)、 障害 物 レー ス、
山登 り、 冒険等、 自らが歩 み、進む行程 に関す る
明確 な 目的や意味づ けが付 された表現が用いられ、
その行程 をや り遂 げた後 の"成 長"や ゴールにた
ど り着 く達成感が明確 に述べ られて いた。
【記述例】
旅 ∫ノ舷左な、旅 のよ うに、 θ分 の幻アらな い」場所 、
幻1ら ないス との出会 いによ っτ、成〕長 しτいぐる
のだ と.望づ。ノし生を変え τ しまづ ぐらい大 ク1な出
会 い6あ ればヨ 会話 を少 しか わ しただげの出会 い
もあ ると、盟 うげれど、入 ぱス との出会 いによ つτ
成長 しτい ぐと、蟹う。
マラ ソン 瑳左まれるのがズターhで 、死 ぬ蒔がゴー
ル。ノ佃こよ っτ鰭 が達 づか ら、 その入 に しか で
きな いごとが あるのだ と、望 ラoマ ラソンでゴール
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した蒔 の達)成感 を入生 のゴールの蒔 に得 られた ら
と盟 ラ。
障 害物 レーズ!今 まで生きτきた なか で も、 た ぐ
さ/むの障害 に.ぶちあた ったoそ の蒔 その蒔 で、私
ぱ考 え、少 しずつで る心 も体 も成長 したよ ラに想
ラ。 これカ)ら もβ董筈ヲこ出会 った ら、6っ と成去≡し
τい ぐよ ラな気 が する。
登凶!今 ま で登凶 を艘 か経験 した。 凶贋 に迦 ク
者:ぐ までの潤、ノL'身と もに,非営!こ辛 い次,襲ノこ遊 い
込 まれ る事が艘 もあ る。 その∠彦に、自分 を奮 い
立 たぜ、 盲分 を唇 じ、 また きれ いな花 や景 色、友
入 等の存在が励 みにな ク、離 することが できる。
そのよ うな.u.い を し、∠々 贋 に鍵 した蒔の喜 びぱ
ひ としおで、 左ヲ分 に」身信しをつげることが できる。
困 離を報 し、 百的 を達成 しτい ぐところかス生
と似 τいると,蟹ラo
冒険,新 しいことにチ セレンジ した ク、 そこで苦
労 や挫折 を籔 し、 また それ を藻 ク返 す。1雌
褒 しで分か った ことなこれか ら∠古きτい ぐ」をで教
訓 とな る。 冒険 するといろん なことが分か るカ)ら
ノ欠∠右のよ うだ と、{罫ラo
また、人生 という行路を進む際に利用する乗 り
物を人生に準える 「乗 り物 ・運転メタファー」で
は、用いられる乗 り物の特性ではなく、運転とい
う行為を中心に説明づけがなされる。自己は、操
縦(運 転)す る主体として、それ らを操 り、コン
トロールする者 として位置づけられる。
【記述例】
カヌー'自 分 で乙がなきゃ遼 まないし、β分がな
ん とかしないと瘡されτしまづ。 また誰か一ノ緒に
縛 いでぐれる入が いると進みやすい。
自転車'こ がないと正 まるし、凶をま る蒔ぱなお
さら辛い。だヲ転車 で走 るズ首ぱ、入生の道 で、差ヲ転
車 を漕 ぐのぱ薦1分であるo
(3)作 品 ・素材 メタフ ァー:個 々のかけが えのな
い作品 と しての人生
「作品 ・素材 メ タフ ァー』 は、 物 語 ・ ドラマ ・
歴史、絵画な どの表現 か らな る 「作品 メタファー」
と真 っ白な画 用紙、 粘土 等か らな る 「素材 メタ
フ ァー」 に区分 され る。
この うち、 「作品 メタフ ァー」 で は、 一 つの物
語や歴史、絵 画な ど、 自らの手 によ って作 り上げ
られ る作 品 としての人 生のかけがえのな さやオ リ
ジナル性 が、 強調 され る。
【記述例 】
一つの物語ヤ 入∠右ぱ二生まれ τか ら死 ぬま でが＼一
つのお話 にな っτいる接 な気が します。 身分自身
の歴 史 」生 まれ τか ら死 ぬま での喜 ひ㍉悲 しみ、
また いろ いろな体齪 を心 に しま い込 むか ら。勉の
入 とま った ぐ違 ラ身分 だげの歴 史だ か らo
これに対 し、 「素材 メ タフ ァー」 で は、 作 り上
げ られた作 品その ものの価値 や希少性 よ りも、作
品を作 り上 げ る際の 自由度、可能性 や作 り手 の能
動性 、責任 な ど、創造 す るとい う行為 や創造 の主
体 と しての 自己の側面 が強調 され る。
【記述例 】
真 っ白な::;そ れぱ、誰かか決 める6の でぱ
な ぐ、 盲分が 身分 の手 で務 いτい ぐ6の であるか
らo/k∠ 右とは、 后1二分 でどん なふ ラに6ず る ことが
できるるの であると 望ラo
猛士'こ ねどZぱこね るぼど、 いろ、るな形 に しやす
ぐな るo何 を造 るえラ)多セめた ら、 それを/〆メ ージ1〆
なが ら形 をか たど っτ ぐっつげた ク、 勿 ク離 した
ク、{冬々の吻力∫できる。 手を差をげな㍉ か ちか ちκ
な っτ使 い物 にな らな ぐなる。
(4)脆 性 ・結 晶メタ ファー:貴 重な もの、はかな
いもの、 時間的蓄積、結晶 と しての人生
「脆性 ・結晶 メ タファー』 には、線 香 花火、 ガ
ラス細工、万華鏡 などか ら構成 され る 「脆性 メタ
フ ァー」 と鍾乳 洞、 金 平糖 などの表 現 か らなる
「漸次 ・結 晶メ タファー」 が含 まれる。
「脆性 メ タファー」 では、 線香 花火 や ガ ラス細
工 のもろさや繊細で こわれやす いという特性 が人




麟 花 火'途 ψ でぱ っと光 っτあ と〆轍 力・ゆ 翫
るだげ とい づ(ところが〕入二生みた いと想 った。
ガラズ麹/∴ 光 に当 た るとと τ6き れ いだ げれ ど
b、 彦 と した クしτしま づとず ぐに壊 れ τ しま ラ
とごろが そ っ ぐク。
錯農¥し τ、壁 〆こ」マちあた った碍ヲこど ラずるか、 差≡7
分 な クの やク方 でその購 を棄 ク越 えτいぐoき っ
とどん な好 きな ごとを しτいτ も、挫折 すること
ぱあ ると,留ラ。 ぞごで身分 で何6し なげればこ いっ
こづ!こ先に遼 まな いと.蛋ラ。 だか ら、 ぐじけ ず、
ea,.っ τいか なけ淘ばな らない。
一方 、「蓄積 。結晶 メタファー」では、「鍾乳洞」、
「こんぺ いと う」 等の時間をか けて形 を成 す とい
う特性 が、 ゆ っくりと時間 をか けて成 し遂 げ られ
るものと しての人生 の側面 を表す もの として用 い
られて いた。
【記述例】
鍾乳淘'少 乙ずつ少 しずつ、 営 に前 に遼 ん でい ぐ
らのだ とEH.c.づか ら。鍾乳病1ぱ士 か ら1瀞1漉 落 ち
τきτ、 だの方 がだ帰 だ乃 のび τい ぐ、形 をかえ
でい ぐものだか ら。
こんぺ いと う ∴凝初7ま すご ぐ//lぐ τ、だん だん
いろ いろつ いτき τ2浸後 ぱ≠ ラヰ ラか わ い ぐなる
から。
(5)命 題 メタフ ァー:課 題 一成長、終 局 と しての
死 や喪 失と関連 づけて捉 えられる人生
『命題 メ タフ ァー』 には、勉強や努力などによっ
て表現 され る 「課題 ・成長 メ タファー」 と死や喪
失など との関連 で生 を位置づ ける 「人生 の摂理 メ
タファー」 が含 まれ る。 これ らのカテ ゴ リーに含
まれるメ タファーは、各 々 「人生 とは何 か」 とい
う哲学的、形 而上学的命題 に対 して、人生 の本質
を定義す るかたちで提示 されて いた。
これ に対 し、 「人生 の摂理 メ タフ ァー」 で は、
生 と死、正 と負、 帳尻、選択 にお ける獲得 と喪 失
など、相対 す る要素 を並列 して捉 え ることを中心
に、人生 の道理 や摂理 を定義 す る表現 がな されて
いた。
【記述例】
死 ぬ までの猶予 」そのなか で自分 を創 造 しユ:作 し
τい ぐ。二生 きτいるのに、∠生きτいるか ら死 なな
げれば な らない不想講。 なぜ永還:!こ生 を持 ち続 げ
られな いのか。
プラズ マイナス0∴ 生 きτいる づちに捜 いこと る
あれば∴ 悪「いこと もあ る。5ξ敢畠るあれ な～ 喜 び も
あれば～尾ξしみ るあ る。感 び方 や各 々の大 きさぱ
入 によ っτ違 ラげ轟 ど＼ 入∠生の2浸後 に週 去を振 ク
返 っτみれぱ㍉ プラズ マイナズ0に な っτいると
私 ぱ、{罫ラ。
進 むに したが っτぜばま る深 い穴 」生 きτい ぐと
い ラことぱ営に何か を選1び とっτゆ ぐということ
だか ら。 それ は言 いかえ ると選1び取ドらなか った も
の を据}τ τ いぐとい うこと で、選 び取 らなか った
るのを」讐ττゆ ぐと いうこと で、選【択 しみた いな
ものの広 さな πぜば まるノ げれ ど＼ その奥深 さぱ
/諺饗ぐな るゴ と、蟹 ラσ
「課題 ・成 長メ タファー」 では、 苦労 した り、
悩んだ りしなが ら、課題 を乗 り越え た り、学ぶ こ
とを通 して成長す ることが、 人生 の本質 を成す主
題と して位置づ けられて いた。
【記述 例】
日々勉 強'い ろん な ごとを経嚢 しτ脳ん で学ぶ こ
とカゴあ るか らo
階段 ノ入 生ぱ きっと、全部苦秘 なのだ と、蟹う。 よ
ぐ"苦 あれば柔1あ ク"っ τい うげとへ 身分 で試行
(6)そ の他
その他 には、「ア メ リカ」(何 が起 きて も不思議
じゃな いイメージが あるか ら。 自由自由 って言 い
なが ら、法律が た くさん あって、裁判 もい っぱ い
あ って、 自由 って言 いつつ も、実 は枠 にはまって
た り してんのかなあ って)や 「ス トレス」(最 近
の世 の中 ス トレスが非常 にた まるか ら)な ど、現
代社会 への批 判的観点 か らの記述等が含 まれて い




本研究 で は、言 語表現 によるメタフ ァーとその
説明づ けを通 して、我 々が 日常 と らえて いる人生
の イメー ジの特徴を探 った。そ の結果 、 「自然 メ
タフ ァー」、「ロー ド(道)メ タフ ァー」、 「作品 ・
素材 メタフ ァー」、「加工物 メタフ ァー」、 「命題 メ
タフ ァー」 の5つ の基本 カテ ゴ リー(基 本 メ タ
フ ァー)を 特定 した。 また、 それぞれの基本 メ タ
フ ァーを用 いた理 由の分析 を通 して、"変 化 す る、
広が る、巡 る、繰 り返 す ものと しての人生"(「 自
然 メタフ ァー」)、"人 が歩み、進 む もの と して の
人生"(「 ロー ド(道)メ タフ ァー」)、"個 々 のか
けがえのない作品 と しての人生"(「 作品 ・素材 メ
タ ファー」)、"貴 重 な もの、 はか ない もの、 時 間
的蓄積 ・結晶 と して の人生"(「 脆 性 ・結 晶 メ タ
フ ァー」)、"課 題 一成長、終局 と して の死 や喪失
と関連づ けて捉え られ る人生"(「 命題 メタファー」)
等、 それぞれの基本 メタファーで強調 され る人生
のイメー ジの諸特徴 を明 らかに した。
本 研究 が示 した結 果を どのよ うに解釈 し、先行
研 究で示 された知 見 と結びっ けるかは、 それ 自体
今後 の大 きな課題 と言 え る。例 えば、やまだ(20
02)は 、大学 生を対象 に 「あなたの人生 を イメー
ジ して一枚 の地図を書 いて 下さい。」 とい う教 示
の もと描 かれた イメー ジ画の分析を通 し、山登 り
や階段によ って代表 され る 「進歩型の人生 イメー
ジ」 と リンゴの木の実が生成 し、土 にかえ り、 ま
た リンゴの木の養分 と して吸収 され る様を描 いた
「(生命の)循 環 モデ ル」 の存在 を特定 して いる。
そ して、数 と して は、前者の 「進歩型のイメージ」
が圧倒的に多 いことを認 めなが らも、後者 の 「循
環 モデル」 を従来の発達観 に還元 され ない人生 イ
メージと して積極的 に評価 している。 これ ら2っ
の メ タフ ァーは、本稿 で明 らか にされ た 「行程 の
意味づ けメ タフ ァー」 と 「成長 一課題メタファー」、
「サ イクル メタファー」 と各 々重 な る特 徴 を有 し
て いる。 しか しなが ら、本研究 が示 した結果 にお
いては、や まだ(2002)が 指摘 す るよ うに、必 ず
しも・「進歩型 の人生 イメー ジ」 が圧 倒的 に優勢
とは言 えない。 また、本研究で は・ 両者に還元さ
れない様 々な人生 の イメージを明 らかに した。 こ
れ らの結 果が、人生 イメージを捉え る方法論的な
差異 によ る違 いな のか(描 画 と言 語表 現)、 ある
いは対象 の属性 による違 い(性 別や年齢、発達段
階等)を 反映す る ものなのか につ いて は、今後さ
らな る探 究を行 な うことが必要であろう(例 えば、
「進歩型 イメー ジ」 は青年 期に顕著 な もの か、本
研究で見 いだ され た 「流れ ・変化 メ タフ ァー」は
日本 の自然観や風 土に特有 の ものなのか等)。
また、Vilkkoら は(Ruth,&Vilkko,1996;
Vilkko,1994)、 フ ィン ラ ン ド女 性 の 自伝 に通底
す る人生 イメー ジを明 らか にす る試 みにおいて、
人生 にっ いて の語 りとその背後 にあるメタファー、
およびその文化 ・歴史的要因 について考察を行なっ
ている。分析 を通 してVilkkoら は、道 、道路、
川 などを含 む、「旅(journey)メ タフ ァー」、 四
季、虹 などを含 む 「弓状(arch)メ タ ファー」、
布、 キル ト等 を含 む 「織物(fablic)メ タファー」
を特定 し、 これ ら3っ のメタファーを、人生イメー
ジの根底 にあ るル ー トメ タフ ァー(rootmeta-
phor)と して位 置 づ けて い る。 また、 人生 の語
りとの関係 については、それ らのルー トメタファー
が実 際に用い られ る個々の 言語 表現(自 伝 での語
り)に おいて、個 人が生 きる社会、 文化 、歴史的
文脈 を如実 に反映 した表現がな され ることを指摘
してい る(例 えば、国全体 を襲 った恐慌 という歴
史的事件 を経 験 した女性が、 自らのみ じめな境遇
を指 して 「ぼ ろ切れのような敷物」と表現する等)。
個人が人生を捉え る際 に用 いる言語表現 とそれを
用 いる個人の現実 の人生や生活状況 との関連 につ
いて は、個人が生 きる社会文化的要因や人生 の局
面や年齢 などの要因 に も注意 を向 けなが ら、今後
さ らに探求 して い く必要が あると息 われ る。
最後 に、本稿 で報告 した調査 は、生涯発達心理
学 の講義 のなか で行 われ、翌週、すべ ての回答の
概略 をまとめた資料 を学生 に配布 した。 その資料
を読 み、学生 に感想 を求 めた ところ、 自分以外の
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